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町
民
プ
ー
ル
と
観
光
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

　
タ
ラ
ソ
セ
ラ
ピ
ー
施
設
増
築
工
事
の

　
　
建
設
工
事
が
始
ま
る
！

　★
町
営
プ
ー
ル

　
10
月
10
日
、
河
口
湖
総

合
公
園
内
プ
ー
ル
建
設
予

定
地
に
お
い
て
、
町
営
プ

ー
ル
新
築
工
事
の
起
工
式

が
行
わ
れ
た
。

　
町
営
プ
ー
ル
は
、
「
い

つ
で
も
」
「
ど
こ
で
も
」

「
だ
れ
で
も
」
を
テ
ー
マ

に
幼
児
か
ら
高
齢
者
、
介

護
予
防
者
や
障
害
者
に
い

た
る
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
を
対
象
に
す
る
健

康
増
進
施
設
と
し
、
日
常
生
活
に
密
着
し
な
が
ら
、
住

民
の
健
康
維
持
増
進
等
の
ス
ポ
ー
ツ
や
機
能
維
持
・
回

復
訓
練
の
中
心
的
な
活
動
の
場
と
し
て
整
備
す
る
も
の

で
す
。

　
町
営
プ
ー
ル
の
建
物
は
、
延
床
面
積
2
3
5
6
・

1
9
㎡
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
（
一
部

鉄
骨
造
）
地
上
２
階

建
（
地
下
機
械
室
）

で
、
一
階
に
は
25
ｍ

プ
ー
ル
や
歩
行
運
動

を
す
る
歩
行
専
用
プ

ー
ル
が
あ
る
屋
内
水

泳
場
、
一
階
か
ら
二

階
へ
は
足
の
機
能
障

害
を
持
っ
た
人
や
車

椅
子
に
配
慮
し
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
。
二
階
に
は
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

等
の
マ
シ
ン
を
設
置
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ヨ
ガ
等
を
行
う
ス
タ
ジ

オ
を
完
備
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
マ
シ
ン
や
ス
タ
ジ

オ
は
、
近
年
普
及
し
つ
つ
あ
る
介
護
予
備
軍
を
対
象
と

し
た
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
有
効
活

用
す
る
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
建
物
に
つ
い
て
は
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
配
慮
し
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
採
用
」
「
外
断
熱

工
法
の
採
用
」
「
天
然
ガ
ス
の
採
用
」
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
更
に
、
周
辺
は
振

興
住
宅
地
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
防
災
対
策
面
も
考

慮
し
、
プ
ー
ル
を
貯
水
槽

と
い
う
考
え
で
プ
ー
ル
と

外
に
取
り
付
け
た
消
火
栓

を
連
結
し
た
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
町
民
待
望
の
町
営

プ
ー
ル
、
平
成
20
年
３
月

完
成
予
定
で
、
20
年
４
月

か
ら
利
用
で
き
る
計
画
で

す
。

　
町
営
プ
ー
ル
と
同
じ
10
月
10
日
、
大
池
公
園
南
東
側

で
観
光
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
山
梨
宝
石
博
物
館
）
の
起
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
観
光
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
合
併
の
建
設
計
画
に
示
さ
れ

て
お
り
、
施
設
の
目
的
と
し
て
は
、
山
梨
県
の
地
場
産

業
を
中
心
と
し
た
施
設
と
し
て
、
地
場
産
業
の
情
報
発

信
と
観
光
拠
点
施
設
と
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
宝
石
の

原
石
・
工
芸
品
・
文
献
な
ど
全
国
で
も
類
を
見
な
い
貴

重
な
資
源
を
有
し
て
い

る
、
山
梨
宝
石
博
物
館

に
そ
の
管
理
を
委
託
し
、

こ
の
度
の
建
設
に
至
り

ま
し
た
。

　
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
、

建
築
面
積
８
6
9
・

9
8
㎡
、
延
べ
床
面
積

8
1
8
・
5
8
㎡
で
、

来
年
３
月
中
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。

　
現
在
、
健
康
プ
ラ
ザ
で
は
、
温
泉
・
歩
行
浴
等
各
施

設
を
利
用
し
た
高
齢
者
の
体
力
づ
く
り
な
ど
、
町
民
の

健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
日
常
的
に
実
践
し
て
い
ま
す

が
、
本
施
設
に
タ
ラ
ソ
セ
ラ
ピ
ー
（
海
洋
療
法
）
を
中

心
と
す
る
新
た
な
施
設
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更

に
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
施
設
と
し
て
、

来
年
４
月
１
日
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
建
物
は
、
木
造
平
屋
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
1
2
0

㎡
の
施
設
に
な
り
ま
す
。
濃
縮
10
倍
海
水
浴
槽
一
人
用
、

２
倍
海
水
浴
槽
５
、
６
人
用
、
又
、
採
暖
室
に
は
、
溶

岩
を
使
用
し
た
溶
岩
浴
、
砂
状
に
砕
い
た
岩
塩
を
敷
き

詰
め
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
効
用
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
に
、
濃
縮
海
水
や
岩
塩
は
、
肌
の
調
子
を
整
え
た

り
、
血
圧
を
正
常
に
す
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
て
、

実
施
に
伴
っ
て
、
オ
ー
プ
ン
前
に
、
体
験
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
モ
ニ
タ
ー
を
選
定
し
、
健
康
増
進
効
果
の
検
証
を
行

い
ま
す
。

★
観
光
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
山
梨
宝
石
博
物
館
）

★
タ
ラ
ソ
セ
ラ
ピ
ー
施
設
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◆平成17年度一般会計決算報告

固定資産税 軽自動車税町民税 入湯税 遊漁税町たばこ税

0

81,581

7,798

1,803 849

150,000

歳    入　121億3,599万9,952円

歳    出　118億4,587万3,622円

◇使われた金額　491,204円 (前年比 ８１，５８８円増)

◇納めた金額 (町税) 143,241円 (前年比 １７３円減)

平成17年度一般会計決算

 歳入総額　121億3,599万9,952円

�歳出総額　118億4,587万3,622円

 収支差引額    2億9,012万6,330円

町民一人当たりで見ると

10,000

0

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

町民税
11億1,174万9,197円

10%

町債
31億1,200万円

26%

その他
2億8,817万8,830円

2%
繰越金

4億5,484万5,314円
4%

繰入金
6億4,387万933円

5%

総務費
15億6,985万5,284円

13%
土木費

28億638万7,941円
24%

民生費
15億8,616万7,244円

13%

教育費
24億3,658万8,583円

21%

衛生費
13億5,119万100円

11%

公債費
9億1,788万7,166円

8%

商工費
4億3,690万1,085円

4%

消防費
3億7,556万2,524円

3%

議会費
1億2,314万2,500円

1%

農林水産業費
9,391万8,125円

1%

諸支出金費
1億4,827万3,070円

1%

県支出金
6億9,391万6,630円

6%

各種交付金
4億9,534万2,260円

4%
地方交付税

15億5,709万2,000円
13%

その他町税
3億7,523万1,642円

3%

固定資産税
19億6,741万7,018円

20%

地方譲与税
1億9,064万円

2%

分担金及び
負担金

2億1,441万5,741円
2%

国庫支出金
10億3,130万387円

6%

　平成17年度は、合併後の新町建設計画に基づきまちづくり交付金
事業を活用した基盤整備事業や小立小学校の体育館耐震工事、生涯
学習館・子ども未来創造館、健康指導センター建設事業等教育・福
祉・健康・産業振興等の充実を図りました。

50,000 100,000

1 2 3 4 5 6

46,100

5,109

46,100

5,109

農林水産業費

議 会 費

諸支出金費

65,096

116,370

65,772

101,036

56,029

38,06138,061

18,117

15,573

6,148

5,106

3,894

商 工 費

公 債 費

衛 生 費

民 生 費

土 木 費

総 務 費

消 防 費

教 育 費

会 計 別

397,851,189

546,142,128

36,485,202

93,781,669

3,907,160

95,447,127

2,244,547

12,571,129

863,314

20,726,504

258,742

56,266,880

9,067,782

2,167,355,716

1,659,464,277

861,574,660

67,718,760

107,051,421

5,569,931

15,203,932

1,429,688

66,140,700

1,786,390

6,729,472

681,402

16,882,257

0

22,570,908

5,248,775

2,137,840,392

1,659,464,277

851,808,395

歳 入 総 額 歳 出 総 額 会 計 別 歳 入 総 額 歳 出 総 額

船 津 財 産 区

小 立 財 産 区

大 石 財 産 区

河 口 財 産 区

西 深 沢 財 産 区

勝 山 財 産 区

長 浜 財 産 区

西 湖 財 産 区

青木ヶ原財産区

大 嵐 財 産 区

大 室 山 財 産 区

河口湖治水事業

小立簡易郵便局

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

8,481,512

10,548,769

15,836,523

2,035,288

52,193,049

21,121,753

41,740,932

68,693,073

1,850,085

1,637,772

879,108

13,193,204

158,772,885

2,125,193,882

22,481,465

558,502

8,458,188

9,284,527

6,066,443

429,745

34,470,611

17,820,780

33,544,509

56,232,012

1,671,619

1,462,875

628,091

9,759,702

158,743,839

1,963,323,721

22,194,476

556,000

居宅介護支援事業

船 津 公 園 墓 地

小 立 公 園 墓 地

勝 山 墓 地

大 石 簡 易 水 道

松風台簡易水道

河 口 簡 易 水 道

足和田簡易水道

精進居村簡易水道

精進青木ケ原簡易水道

本 栖 簡 易 水 道

富士ケ嶺簡易水道

温 泉 事 業

下 水 道 事 業

精進特環下水道事業

本栖下水道事業

◇特別会計決算報告◇ (単位 : 円)

（前年比　１７．２％増）

（前年度　１９．６％増）

（前年度　３６．２％減）
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「お客様アンケート」の実施結果について
　広報８月でお願いしましたが、総合窓口課・各出張所ではお客様の立場に立った応対で親しみある町役場づくり

を目指すため「お客様アンケート」を実施しましたその結果をお知らせいたします。

○実　施　期　間　　８月２１日から９月１日までの２週間
○実施場所・方法　　本庁１階正面玄関入口（エントランスホール）、勝山出張所窓口、足和田出張所窓口、上九一色出
　　　　　　　　　　張所窓口で応対した職員が来庁者に趣旨を説明し、アンケート用紙を手渡し採点をお願いし
　　　　　　　　　　た。また本庁エントランスホールに記載コーナーを設置し、訪問課の窓口対応について自由に
　　　　　　　　　　記載していただいた。
○記　載・回　収　　各実施場所に記載コーナーを設置し、アンケート用紙回収箱を置いた。
○採　点　方　法　　項目別に５点満点で採点していただいた。

お客様アンケートについて

　○お客様アンケートの全体平均４．４１点は「まずまず」といえる。しかし、１~２点が６項目合計４２件、全体の6.8%あ 

　　った。４から５に高めることも必要だが、まずは１~２点をなくすことが必要である。

　○項目別の平均点では、若干の差はあるが、満足（４～５点）と不満足（１～２点）の回答状況を見ると、「応対の態度」「用件が済

　　むまでの時間」に不満を感じる割合が高く、「あいさつ」の満足度が一番低い結果となった。「身だしなみ」「言葉づかい」「分か

　　りやすさ」項目間の比較では平均的な点数だった。

　［今後の取り組み］

　1)お客様アンケートによって、今後の改善に参考となる多くの意見が得られるこれら意見を参考にさらに改善する。該当　

　   課が分かる意見・要望等は、当該課長に内容を知らせる。

　2)お客様への適切な応対は、運動期間中に限らず日々努めるべきことであり、このたび運動のポイントとした３つのこと　

　   を中心に日常的に心掛けるよう職員に呼びかける。

　　●分かりやすさ～～～～分かりやすく間違いのない、テキパキとした説明。

　　●親しみ～～～～～～～窓口や電話での親しみある適切な応対。

　　●あいさつ～～～～～～きちんとしたあいさつと返事。

　　　今後は、徹底すべきことを絞って取り組み、ひとつずつ定着させていく。

　［今後の徹底事項］

　　●電話は、すみやかに出て課名等は必ず名乗る。

　　●職員間で、お客様に明るく、元気にあいさつする。

　　●改定版接遇ハンドブックを活用して課内で話し合う。

　3)さわやか運動は継続することにより改善目標や課題がはっきりしてくるので、お客様のアンケートを含めて来年度も実施

　　したい。

お客様アンケート採点結果　　　全体１０５人

　　設問　　問１・・・あいさつはいかがでしたか？

　　　　　　問２・・・身だしなみはいかがでしたか？

　　　　　　問３・・・言葉づかいはいかがでしたか？

　　　　　　問４・・・説明はわかりやすかったですか？

　　　　　　問５・・・応対の態度はどうでしたか？

　　　　　　問６・・・用件が済むまでの時間はどうでしたか？

問１

４．３３ ４．４５ ４．４４ ４．４４ ４．３９ ４．３９

問２ 問３ 問４ 問５ 問６

点数

５　点

４　点

３　点

２　点

１　点

計

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 延　数

６７ ７０ ７０ ７３ ７４ ７１ ４２５

２０ １６ １５ １３ １４ １２ ９０

　９ １４ １１ １１ ６ １２ ６３

４ ３ ４ ２ ３ ２ １８

　５ １ ２ ４ ７ ５ ２４

１０５ １０４ １０２ １０３ １０４ １０２ ６２０

点数

５　点

４　点

３　点

２　点

１　点

計

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 計

６３．81 ６７．32 ６８．60 ７０．87 ７１．15 ６９．60 ６８．55

１９．04 １５．38 １４．70 １２．62 １３．47 １１．76 １４．51

８．57 １３．46 １０．78 １０．68 ５．77 １１．76 １０．16

３．81 ２．88 ３．92 １．94 ２．88 １．96 ２．90

４.７7 ０.９6 １．96 ３．88 ６．73 ４．90 ３．87

10０．0 10０．0 10０．0 10０．0 10０．0 10０．0 10０．0

採点結果
4．41点（５点満点）

回答者数

回答者数構成比
（単位；%）

反省と成果
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第
15
回
富
士
河
口
湖
町
も
み
じ
マ
ー
チ

　
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
よ
る

清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た

小
立
・
西
公
民
館
で
芋
堀
り
体
験
！

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
小
立
小
学
校

　
老
朽
化
が
進
み
、
暗
く
使

い
づ
ら
か
っ
た
小
立
小
学
校

の
西
校
舎
・
ト
イ
レ
棟
並
び

に
管
理
棟
が
、
国
の
「
安
全

・
安
心
な
学
校
づ
く
り
交
付

金
」
事
業
に
よ
る
大
規
模
改

修
工
事
に
よ
り
、
こ
の
夏
、

明
る
く
使
い
や
す
い
校
舎
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

　
今
回
の
改
修
は
、
富
士
河
口

湖
設
計
の
設
計
監
理
、
株
式
会

社
コ
バ
ヤ
シ
工
業
の
施
工
で
実

施
し
、
教
室
の
間
取
り
や
配
置

も
見
直
し
た
中
で
、
総
面
積
３

３
４
１
�
の
内
外
装
を
ほ
ぼ
全

面
的
に
改
修
し
ま
し
た
。
教
室

内
の
ガ
ラ
ス
は
全
て
ペ
ア
ガ
ラ

ス
と
な
り
、
照
明
を
増
設
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
狭
か
っ
た
職
員
室
や

校
長
室
・
保
健
室
は
配
置
変
更

し
て
広
げ
、
ト
イ
レ
は
床
を
衛

生
的
な
乾
式
仕
上
げ
と
し
、
便

器
も
洋
式
に
付
替
え
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
校
舎
で
小
立
小

学
校
の
生
徒
は
の
び
の
び
と
勉

強
し
て
い
ま
す
。

コース ２１日 ２２日 合　計

40ｋｍ ４１０

１２１０

３９１

１２０９

８０１

２１０ ２０５ ４１５

１１０ １１０ ２２０

２４１９

１９４０ １９１５ ３８５５

20ｋｍ

10ｋｍ

５ｋｍ

計

参加者の内訳
　
10
月
21
・
22
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
挙
行
さ
れ
ま
し

た
「
第
15
回
富
士
河
口
湖
町
も
み
じ
マ
ー
チ
・
健
康
の
ま

ち
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
富
士
浅
間
神
社
・
忍
野
八
海
を
巡
る
東
コ
ー
ス
と
鳴
沢

氷
穴
・
西
湖
・
河
口
湖
を
巡
る
西
コ
ー
ス
に
２
日
間
合
計

で
、
３
８
５
５
人
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
の
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

に
は
、
２
日
間
合
計
で
約
３
０
０
名
の
方
々
の
参
加
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

気
持
ち
よ
く
歩
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
な
お
、
第
４
回
目
の
「
健

康
の
ま
ち
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
」
は
、
来
年
２
月

室
内
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

職 員 室保 健 室

　
10
月
19
日
（
木
）
富
士
五
湖
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
西

部
事
務
所
（
成
瀬
純
一
所
長
）
の
会
員
に
よ
り
、
八
木
崎
公
園

に
本
部
を
設
置
し
２
班
に
分
か
れ
て
大
池
公
園
、
勝
山
シ
ッ

コ
ゴ
公
園
方
面
に
各
70
名
ほ
ど
で
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
会
員
は
も
と
よ
り
就
業
中
の
た
め
、
参
加
で
き
な
か
っ

た
会
員
の
家
族
、
会
員
で
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
朝
か

ら
風
一
つ
な
い
晴
天
の
中
行

わ
れ
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
回
収

さ
れ
ま
し
た
。
普
段
は
あ
ま
り

な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
空
缶

が
相
当
数
あ
り
ま
し
た
。
観
光

の
町
、
富
士
河
口
湖
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
参
加
さ
れ
た
方
々

が
「
お
互
い
に
注
意
を
す
る
よ

う
、
心
掛
け
し
ま
し
ょ
う
」
等

話
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
10
月
22
日
、
小
立

西
公
民
館
（
相
沢
洋
平
館
長
）

で
は
、
公
民
館
で
植
え
つ
け
た

さ
つ
ま
い
も
の
「
芋
堀
り
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
子
ど

も
た
ち
35
名
が
参
加
し
、
芋
堀

り
楽
し
み
、
そ
の
後
は
み
ん
な

で
焼
き
芋
に
し
て
お
い
し
く
食

べ
ま
し
た
。
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交通死亡事故再発防止へ対策協議
　去る９月30日に小立の県道で発生した死亡事故は、秋の全国交通安全運動中に県内で発生し

た唯一の死亡事故となり、富士吉田署は10月６日、再発防止に向けて現地を調査し、対策会議

を開催しました。

　会議は、同署や道路管理者の県土木部、町、交通安全協会、地元住民代表などから約20名が出席し、現地調査

の後、町役場で次のような改善策や交通安全対策が検討されました。

　・現場は緩やかカーブになっていることから、カーブ手前で減速を促す路面表示を検討する。

　・現場付近に保育所があるので、その存在を知らせる標識設置を

　　検討する。

　・交通安全に携わる関係機関が協力し、住民の交通安全に対する

　　意識向上を図るとともに、交通事故防止に努める。

　また、町全域の交通安全対策として、道路にはみ出した植木や雑

草等が人や車両の通行の支障となり事故発生の要因となるおそれが

あることから、その処理について土地所有者に呼びかけることが必

要であるとの意見も出されました。町民一人ひとりが交通ルール・

マナーを守るとともに、身近な交通安全対策への取り組みをお願い

します。

自衛隊生徒・貸費学生及び２等陸海空士募集案内平成18年度採用

【自衛生徒】自衛隊の中堅となる陸海空の曹（部隊の専門技術者）を養成する制度で高校卒業資格が

　　　　　　　取得できます。

　　◇募集資格　平成19年４月１日現在で15歳以上17歳未満の男子

　　◇募集期間　平成18年11月1日～平成19年１月９日

　　◇試 験 日　【1次】平成19年１月13日　【２次】平成19年１月26日～29日のうち１日

　　◇合格発表　【1次】平成19年１月22日　【２次】平成19年２月20日

【貸費学生】大学（大学院を含む）で理学、工学を専攻している学生で、卒業後その専攻した学術を

　　　　　　　活かして自衛隊に勤務する意思を持つ者に対し、学資金を貸与する制度です。

　　◇募集資格　日本国籍を有し、平成19年４月１日現在、理学部、工学部（専攻学科の指定あり）の

　　　　　　　　第３年次、第４年次又は大学院修士課程に在学する者

　　　　　　　　※指定専攻学科及び年齢については問い合わせのこと

　　◇受　　付　　平成18年12月１日～平成19年１月19日

　　◇試 験 日　　平成19年２月４日　　　　　

　　◇合格発表　　平成19年４月下旬

【２等陸海空士】

　　◇募集資格　18歳以上27歳未満の男性　　◇募集期間　随時

　　◇試験科目　記述・口述試験、作文、適性検査、身体検査

　　◇採 用 日　平成19年３月下旬～４月上旬予定

【問い合わせ先】

　　◇自衛隊山梨地方協力本部　℡055‐253‐1591　　◇自衛隊大月地域事務所　℡0554‐22‐1298

　　◇ホームページ（ＰＣ）http://www.yamanashi.plo.jda.go.jp

                　（携帯）http://www.yamanashi.plo.jda.go.jp/i/index.htm
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＝河口湖フィールドセンター＝

平成１９年度　保育所入所申込受付

①Xマスのプレゼントに手作り作品を
　（写真の２作品の内、どちらか選んでいただきます）

■期　日：①12月２日（土）・３日（日）
　　　　　②12月９日（土）・10日（日）
■費　用：　各６００円

②２００７年絵馬づくり
（ススキの穂を使って「福朗」をつくります）
■期　日：　12月16日（土）・17日（日）
■費　用：　９００円
■場　所　いずれも河口湖フィールドセンター
■時　間　午前10時～と午後２時～の２回
■申込み　11月30日までに、電話で
　　　　　℡７２‐４３３１

　入所申込書は、町役場、各出張所・各保育所に11月10

日までに用意します。

　保育所に入所するためには一定の基準があります。

ご不明な点や相談などありましたら町保育所担当

（ＴＥＬ７２－６０２８）又は各保育所へお問い合わ

せ下さい。

　なお、現在入所中の児童について引き続き入所を希

望する場合には、後日現在入所している保育所を通じ

継続入所申込書（家庭状況調査票、所得証明書や在職

証明書など）を提出していただきます。

　１２月５日（火）・６日（水）の午前１０時から午前

１１時３０分の間、保育所の見学ができます。

施設の状況や保育の様子など見学いただき保育所入

所の参考にして下さい。

　なおこの日程で都合がつかない場合は、直接各保育

所に連絡のうえ、見学を行うことができます。

入所申込書は、希望する保育所へ
提出してください。

《保育所見学》

　町では来年４月から新しく保育所へ入所を希望される
児童の入所申し込み受付を次の日程で行います。

《受付期日と場所》
保　育　所 受付期日 受付時間

船津保育所（町立）
　（℡７２－２００７）

小立保育所（町立）
　（℡７２－１６４６）

大石保育所（町立）
　（℡７６－７７５４）

河口保育所（町立）
　（℡７６－７６１７）

こもも保育所（町立）
　（℡８３－３３２３）

勝山保育所（町立）
　（℡８３－２１２４）

足和田保育所（町立）
　（℡８２－２９５４）

精進本栖保育所（町立）
　（℡８７－２３５２）

富士ヶ嶺保育所（町立）
　（℡８９－２０２４）

仮称保育園
富士モンテッソーリ
スクール（私立）
　（℡７２－５６８８）

12月14日（木）
　～12月15日（金）

12月15日（金）

各保育所とも
　10時00分
　　～11時30分
　13時30分
　　～15時00分

※富士モンテッソーリスクールは、現在認可申請中です。

※体験者は船津胎内神社に無料にて入れます！

冬のクラフト体験教室について冬のクラフト体験教室について

第
１
回
「
発
達
が
気
に
な
る
子
へ
の
作
業
療
法
に
よ

　
　
　 

る
保
育
活
動
へ
の
支
援
方
法
を
学
ぶ
」

　
～
作
業
療
法
と
は
何
か
を
学
び
、
保
育
・
学
校
生

　
　
活
な
ど
で
の
支
援
方
法
を
学
ぶ
～

■
日
時
　
11
月
19
日
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所
　
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
研
修
室

■
講
師
　
大
島
隆
一
郎
氏

　
　
　
　
　 

（
健
康
科
学
大
学
作
業
療
法
科
講
師
）

第
２
回
「
発
達
が
気
に
な
る
子
へ
の
保
育
活
動
　
　

　
　
　
で
の
言
葉
を
育
む
技
術
を
学
ぶ
」

～
言
語
療
法
と
は
何
か
を
学
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ 

　
　
ョ
ン
の
取
り
方
を
習
得
す
る
～

■
日
時
　
12
月
９
日
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所
　
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
研
修
室

■
講
師
　
保
坂
　
敏
男
氏

　
　
　
　
　
　
（
山
梨
温
泉
病
院
・
言
語
聴
覚
課
長
）

●
申
込
問
合
先
　
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
ふ
れ
あ
い
推
進
ス
タ
ッ
フ
　
℡
72
‐
５
５
３
３

■
日
時
　
11
月
11
日
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所
　
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
研
修
室

■
内
容
　
①
子
ど
も
の
け
い
れ
ん

　
　
　
　
　
畑
園
子
先
生
（
山
梨
赤
十
字
病
院
小
児
科
）

　
　
　
　
②
て
ん
か
ん
の
薬
物
療
法

　
　
　
　
　
下
山
仁
先
生
（
都
留
市
立
病
院
小
児
科
）

■
費
用
　
５
０
０
円

●
問
合
先
　
日
本
て
ん
か
ん
協
会
山
梨
県
支
部

　
　
　
　
　
代
表
　
葛
西
ヨ
リ
子

　
　
　
　
　 

 
 
 

（
℡
0
5
5
‐
2
8
5
‐
3
6
4
5
）

＝
発
達
が
気
に
な
る
子
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
支
援
事
業
＝

第
21
回
て
ん
か
ん
県
民
講
座
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特別体験教室（第１弾）の参加者を募集します！

『西湖いやしの里　根場』住民お披露目企画

第1回いやしの里和紙写真コンテスト　作品募集!!

　7月に１１棟の茅葺家屋で第1期オープンしました『西湖いやし

の里根場』、皆さんはもう足を運んでみましたか?

　現在いやしの里には伝統工芸の体験工房と創造的食文化の飲

食店が、あわせて５軒出店しています。

いやしの里では、地域の方々に気軽に里を訪れていただき、親し

んでいただくために、各施設の特色を活かした住民向けの特別体

験教室を実施するとともに参加者を募集いたします。

　デジカメで撮影した写真を和紙にプリントすることによって、素朴で柔ら

かな風合いが加わり味わい深い写真に仕上がります。いやしの里では、こ

こに再現されつつある日本のなつかしい原風景を和紙に焼き付けた作品

により、コンテストと作品展示を行います。

体験メニュー

年賀用ハガキ
を漉(す)こう

来年の干支『亥』
かざり作り

来年の年賀状は手漉きハガキで。
定員１０名(１人５０枚作成)、
費用３,０００円(駐車･入館料含む)

布と綿を使い来年の干支『亥』を作りま
す。費用1,０００円(駐車･入館料含む)

紙の館　
　逆手山房

紙の館　
　逆手山房

つるしびなの館

毎週土・日曜日、
所要時間６０分以上

H１９年２月1日(木)
９時～1５時
(昼食各自)

つるしびな作り
教室

２１種類の縁起物のつるし飾りを自分の
手で縫い、本格的なつるしびなを作り来
年の雛祭りを華やかに飾る。定員２０名、
費用３０,０００～５０,０００円(材料費、駐車･
入館料含む)※古布持参も可

本格和紙手漉き
体験

「蒸す・煮る・叩く・漉く・圧搾・干
す」紙づくりの一連の作業を知る。
定員１０名、費用５,０００円 (駐車･入館料
含む)

１２月～２月の毎週
水曜日(1回２時間)

１２月３日(日)
１０時～１５時
(昼食各自)

内　　　　容 実施施設 日時(期間)

１

２

３

４

今回実施の体験メニューの詳細は以下の表のとおりです。

○申込み・問合先：町役場観光課　℡７２－３１６８　Fax７２－２８１７　担当：外川・小佐野
　※また、来年１月以降には第２弾としまして「芋から作るこんにゃくと蒟蒻料理」「そば打ち体験・蕎麦

　　料理」「大石紬・草木染め手織」など楽しい教室を予定しています。お楽しみに。

■テ ー マ　「西湖いやしの里　根場」　■主　  催　(有)山十製紙　

■応募規定

　(1)プリント用紙　山十製紙プリント用和紙「おおむらさき」A5、A4、A3ノビのいずれかにプリントした

　　  未発表で他に応募予定のない作品

　(2)肖像権等は応募者の責任とします

　(3)カラー・モノクロの別、画像の加工については内容を明記してください（合成写真・組写真・多重露出写真可）

■各　　賞　グランプリ1点、金賞２点、、銀賞３点（それぞれに副賞あり）

■応募資格　どなたでも結構です（但し、ご本人の撮影による作品に限ります）

■応募方法　適宜別紙に①題名②撮影場所③撮影年月日④住所⑤氏名⑥年齢⑦職業⑧性別⑨電話番号

　　　　　　（⑩メールアドレス）⑪備考(撮影データ、画像加工内容等)を明記のうえ添付して、

　　　　　　「おおむらさき」の入っていた袋に入れて郵送または持参により出品してください。

●問合せ・作品提出先　いやしの里根場内　紙の館　逆手山房　宮本(090-3342-3815)

　　　　　　　　　　　〒４０１－０３３３山梨県南都留郡富士河口湖町西湖根場２７１０

■応募締切り　平成１８年１２月１５日　郵送の場合は当日消印有効

■発　　表　平成１９年１月１日　いやしの里根場内　紙の館　逆手山房
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　毎年開催している西湖日刊サイクルグランプリ（１１月１２日に開催）と河口湖日刊スポ－ツマラソン（１１

月２６日に開催）に伴い、各日とも交通規制を行います。

　住民の皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、ぜひご理解の上、ご協力をお願いいたします。

＊不明な点がありましたら、観光課までお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士河口湖町役場　観光課　℡：７２－３１６８

富士河口湖町住民の皆様へお願い

西湖周回コース、道路規制に伴うご協力のお願い「西湖日刊サイクルグランプリ」開催
11月12日(日)東日本最大の自転車ロードレース「第29回サイクルグランプリ」開催のため、西湖周回道路はレ
ース時間中、全面交通止めとなりますのてご協力をお願いします。

ドライバー・地元の皆様へ 迂回のご協力お願いします。

河口湖大橋
車両通行止
(7:30～13:30)車両通行止

7:30～9:00

片側通行
9:00～13:30

11月12日(日)午前7時２０分～午後3時４０分、西湖周回コース

西湖
キャンプ場

いやしの里
根場

●船津・平浜の各駐車場は、スタート・ゴール
　地点及び受付会場となるため、下記の
　とおり使用禁止となります。

※なお、11/24(金) PM2:00より
　平浜駐車場の一部が使用禁止
　となります。

11/24 (金) PM4:00より
11/26 (日) PM5:00まで全面使用禁止

11月26日(日)河口湖日刊スポーツマラソン

   7:20～  8:40

  9:10～10:30

10:40～12:10

12:20～13:50

14:00～15:40

通行禁止時間
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一般競争入札（期間入札）による国有宅地の売却について一般競争入札（期間入札）による国有宅地の売却について一般競争入札（期間入札）による国有宅地の売却について
　財務省関東財務局甲府財務事務所では、山梨県内に所在する下記記載の国有地２8物件について、一般競

争入札（期間入札）を実施します。なお、問い合わせは甲府財務事務所管財課までお願いします。

　　　　　　　■公 示 日 　　　　平成18年10月19日（月）

　　　　　　　■入札受付（郵送）期間　平成18年11月13日（月）～11月20日（月）

　　　　　　　■開 　 札 　　　　平成18年11月27日（月）

※最低売却価格を公表する物件は、物納引受財産が対象となります。

●照会先　財務省関東財務局　甲府財務事務所　℡055－253－2261（内線５７；担当　田中・笠井）

Ｙ‐03 甲府市下今井町字出倉田4－4 宅　地 市街化調整区域 5,160千円225.46

Ｙ‐04 甲府市中小河原町字下河原358－１ 田 1種中高層 9,270千円303.59

Ｙ‐05 甲府市東光寺3‐4‐746 宅　地 1種中高層 5,90千円170.00

Ｙ‐06 甲斐市西八幡字西冷間2286－3 田 1種住居 7,470千円234.71

Ｙ‐08 甲斐市富竹新田字東耕地565外２筆 雑種地 1種住居 6,150千円534.72

Ｙ‐09 笛吹市石和町八田字宮ノ下町490－5 宅　地 都市計画区域内（1種住居） 29,700千円973.49

Ｙ‐10 富士吉田市下吉田字天神下1531－12外１筆 宅　地 都市計画区域内（1種住居） 27,000千円1,142.13

Ｙ‐11 富士吉田市上吉田字熊穴4363－7 山　林 都市計画区域内（1種低層） 6,390千円249.90

Ｙ‐12 富士吉田市上吉田字熊穴4363－14 山　林 都市計画区域内（1種低層） 6,670千円260.70

Ｙ‐13 富士吉田市上吉田字遊　1096－3 宅　地 都市計画区域内（準住居） 30,200千円662.77

Ｙ‐14 南アルプス市百々字上引草1728－104 宅　地 都市計画区域内（非線引） 9,920千円924.11

Ｙ‐15 中巨摩郡昭和町清水新居字村中510－1 畑 1種住居 8,080千円328.77

Ｙ‐16 中巨摩郡昭和町河西字大林451－3外1筆 田 ２種低層 7,890千円261.04

Ｙ‐17 南都留郡山中湖村平野字赤芝2294‐1外1筆 山　林 都市計画区域内（非線引） 11,900千円1,408.10

Ｙ‐18 南都留郡富士河口湖町河口字広尾地423－2外1筆 宅　地 都市計画区域内（非線引） 20,600千円2,114.32

Ｙ‐19 南都留郡鳴沢村字富士山10443－429 山　林 都市計画・準都市計画区域外 4,060千円1,152.08

Ｙ‐20 甲府市北新1－2651－5 宅　地 1種中高層 公表しない160.28

Ｙ‐25 甲州市塩山上於曽字塩山2032－7 宅　地 都市計画区域内（非線引） 公表しない193.29

Ｙ‐26 富士吉田市字熊穴4361－2外1筆 宅地／工作物 都市計画区域内（1種低層） 公表しない662.73

Ｙ‐27 南巨摩郡鰍沢町字大法師2538－1 宅地／工作物 都市計画区域内（非線引） 公表しない568.12

Ｙ‐28 南巨摩郡増穂町最勝寺字西ノ入2094－10 宅　地 都市計画区域内（非線引） 公表しない206.38

Ｙ‐22 甲府市武田３－461 宅地／工作物 1種中高層 公表しない289.28
一式

Ｙ‐23 甲府市北新1－2652－2外１筆 宅地／工作物 1種中高層 公表しない659.19
一式

Ｙ‐24 山梨市小原西字八王寺659－2外１筆 宅地／工作物 1種中高層 公表しない1,392.30
一式

Ｙ‐21 甲府市北口1－26－2 宅地／工作物 商業 公表しない
272.71
一式

Ｙ‐07 甲斐市富竹新田字万才河原2132－2外１筆 宅地／雑種地 準工業 8,860千円327.35

Ｙ‐01 甲府市国母8－632－5 雑種地 1種住居 14,200千円340.00

Ｙ‐02 甲府市堀之内町字鳥居711－2 田 1種中高層 25,700千円767.00

物件 所　　在　　地 最低売却価格数量（�）登記地目 用途地域

【入札物件】
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社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　
去
る
10
月
26
日
（
木
）
に
、
県
民
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
山
梨
県
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
の
、
第
54
回
山
梨
県
社
会
福
祉

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
に
て
、

社
会
福
祉
事
業
に
貢
献
し
た
方
に
対
し
て
、

知
事
並
び
に
、
県
社
協
会
長
か
ら
の
表
彰

及
び
、感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
町
か
ら
も
、
次
の
方
々
が
、
受
賞
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

 

【
県
社
協
会
長
表
彰(

民
生
委
員
功
労)

】

　
　
　
　
渡
辺
イ
ヨ
子
（
精
進
）

 

【
県
社
協
会
長
感
謝
状（
金
品
寄
付
）

　（
30
万
円
以
上
の
寄
付
、労
力
提
供
）】

　
　
　
　
宮
下
　
悦
俊
（
船
津
）

　
町
社
協
で
は
、
心
身
障
害
児
者
や
そ
の

家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
交
流
を

図
れ
る
場
と
し
て
、
年
１
回
、
交
流
の
集

い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
「
音
楽
の
宅
急
便
」
と
し
て

全
国
各
地
に
歌
を
届
け
て
い
る
小
立
在
住

の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手 

柳
田
ふ
み
代
さ
ん

を
お
招
き
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
開
催
日
時･･･

平
成
18
年
11
月
24
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

開
催
場
所･･･

勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
階
和
室

内
容･･･[

午
前] 

福
祉
制
度
の
学
習
会
と

　
　
　
　
　
　
　
障
害
者
の
主
張

　
　
　[

午
後]

シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

対
象
者･･･

町
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳

　
並
び
に
、
療
育
手
帳
保
持
者
と
そ
の
家
族

申
込
み･

･
･

11
月
16
日(

木)

ま
で
に
、
町

　
　
　
社
協
事
務
局
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
電
話
　
７
２
‐
１
４
３
０
）

　
町
社
協
で
は
、
障
害
者
福
祉
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
連
合
会
の

会
員
を
対
象
に
、10
月
16
日
（
月
）
に
、
町
民

体
育
館
に
お
い
て
、『
ふ
れ
あ
い
福
祉
運
動

会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
上
九
一

色
も
加
わ
り
、
各
地
区
か
ら
総
勢
4
2
5

名
が
集
ま
り
、10
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
魚
釣

り
、
玉
入
れ
な
ど
、
８

種
類
の
競
技
を
し
ま

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
な
が
ら
相
互
の

理
解
を
深
め
、
ふ
れ
あ

い
や
交
流
を
通
じ
て

活
力
に
満
ち
た
「
地
域
づ
く
り
」
に
役
立
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
優
　
勝 

… 

足
和
田
老
人
ク
ラ
ブ.

　
　
準
優
勝 

… 

大
石
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
３
　
位 

… 

河
口
老
人
ク
ラ
ブ

　
当
日
は
、
民
生
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

に
、
競
技
進
行
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

功
績
表
彰
「
山
梨
県
社
会
福
祉
大
会
」

功
績
表
彰
「
山
梨
県
社
会
福
祉
大
会
」

功
績
表
彰
「
山
梨
県
社
会
福
祉
大
会
」

ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

『
ふ
れ
あ
い
福
祉
運
動
会
』
開
催

ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

『
ふ
れ
あ
い
福
祉
運
動
会
』
開
催

ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

『
ふ
れ
あ
い
福
祉
運
動
会
』
開
催

心
身
障
害
児
者
交
流
の
集
い
開
催

　
～ 

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
届
け
ま
す 

～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

心
身
障
害
児
者
交
流
の
集
い
開
催

　
～ 

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
届
け
ま
す 

～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

心
身
障
害
児
者
交
流
の
集
い
開
催

　
～ 

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
届
け
ま
す 

～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

家
庭
内
の
躾
は
、子
ど
も
の
身
に
つ
く
も
の
？

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

　
私
は
、
今
年
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
が
、

ま
だ
、
内
容
が
ピ
ン
と
こ
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ

こ
10
年
の
間
、
私
の
家
庭
は
息
子

２
人
と
男
ば
か
り
の
家
庭
で
、
女

性
と
の
共
同
生
活
が
無
か
っ
た
か

ら
だ
ろ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
昭
和
46
年
に
結
婚
し
ま

し
た
が
、
妻
は
10
年
前
に
他
界
し

ま
し
た
か
ら
、
男
女
共
同
の
差
別

と
い
う
実
感
が
あ
ま
り
な
か
っ
た

の
で
す
。

　
新
婚
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
と
、
妻
は
毎
朝
５
時
に
起
き

て
、
掃
除
、
洗
濯
、
食
事
の
支
度

と
お
お
忙
し
の
毎
日
で
し
た
。
そ

ん
な
彼
女
の
姿
を
み
て
、
私
も
ト

イ
レ
や
風
呂
の
掃
除
を
や
ろ
う
と

思
っ
た
の
で
す
が
妻
は
、
「
男
が

そ
ん
な
家
の
中
の
仕
事
を
す
る
と
、

私
が
隣
り
近
所
で
、
笑
わ
れ
る
か

ら
、
や
め
て
く
だ
さ
い
。
」
と
い

わ
れ
て
、
や
め
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
（
当
時
は
そ
れ
が
美
学
だ

と
思
っ
て
い
た
人
が
多
か
っ
た
ん

で
す
が
。
）
そ
ん
な
こ
と
を
み
て

い
る
と
、
昔
は
親
が
き
び
し
い
躾

を
し
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

家
庭
内
の
親
の
教
育
や
、
躾
、
行

動
は
、
こ
ど
も
は
、
い
つ
ま
で
も

覚
え
て
い
て
、
実
行
す
る
も
の
で

す
。

　
今
は
、
男
女
の
仕
事
の
差
別
が

美
学
だ
と
思
っ
て
い
る
人
は
、
少

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
昨
年
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
拝
見
し
ま
す

と
、
男
女
差
別
を
感
じ
て
い
る
人

が
年
代
に
も
よ
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。

　
男
女
共
同
参
画
基
本
法
が
施
行

さ
れ
て
６
年
余
り
立
ち
ま
す
が
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
、
家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど

で
私
た
ち
一
人
、
ひ
と
り
が
、
男

女
対
等
を
確
認
し
て
、
お
互
い
を

い
た
わ
り
、
尊
重
し
、
平
和
で
住

み
よ
い
町
を
つ
く
り
あ
げ
た
い
も

の
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
　
玄


